
船橋市国際交流協会設立25周年記念式典が、来賓

及び協会々員など総勢170余名出席の下、平成24年

10月4日船橋市役所大会議室にて開催されました。

冒頭、田村会長が挨拶し、船橋市国際交流協会設立

の経緯とこれまでの活動、及び今後の活動に向けての

4つの重点課題について説明をしました。

記念式典は、引き続き船橋市長、船橋市議会議長、

野田首相令夫人、船橋市商工会議所会頭及び習志野市

国際交流協会長からの祝辞を受けた後、野田首相、外

務省国際交流局長、千葉県国際交流協会長及びへイ

ワード、西安、オーデンセ各提携都市々長からの祝電

も披露されました。

この設立25周年にあたり、船橋市長より船橋市国

際交流協会歴代の会長に、船橋市国際交流協会長より

国際交流協会活動に長年に亘り功績のあった協会貞

39名にそれぞれ感謝状が贈呈されました。

最後に、㈱NAAリティリング会長　小堀陽史氏に

よる「激化する空港間競争の中で」と題する記念講演

を受け、盛会のうちに式典を終えました。

藻童梁憲貫霹

田村会長挨拶の要旨

当協会は船橋市のヘイワード、西安、オーデンセの

各都市との姉妹・友好都市提携を契機に1987年に設

立され、ここに25周年を迎えました。2000年頃まで

は市と連携しながら都市間交流を深化させると共に、

これらの活動を軸にいろいろな交流活動の幅を拡げる

創成期でした。設立20周年を機にそれまで市直轄活

動であった三つの交流活動も協会に移管統合してこれ

ら活動の相互連携と強化も計って来ました。

昨今、我々は在住外国人急増の局面を迎えています。

「多文化共生」に向けた活動の強化がより大きな課題

となって来ていると考えます。災害時外国人支援活動

など幾つかの共生に向けた活動が既に成果を上げつつ

ありますが、設立25周年を機に協会は次の4点に重点

を置いた活動をより強化して行きます。

①在住外国人への支援強化、

②在住外国人との交流機会の拡大、

③姉妹都市との交流の幅の拡大、

④市民の国際理解機会の強化。　広報委員　鹿田

、



藤代市長より感謝状を授与される金子三智子元協会長 田村会長より感謝状を授与される野上紘子相談窓口委員長

式典会場に展示されたパネル

講師　小堀氏による講演

氏はスクリーンを利用して、成田空港の歴史から施

設、役割、他空港との比較や成田空港の将来について、

幅広く語られた。

硝雛摘染謬羞鮒慧鞍孝謬容終発環選済詔書瀾謂短髪誉

三脚
協会設立25周年記念式典を開催するに当たり、10月28日

に船橋市役所内、記者クラブ室に於いて記者会見が行われ

た。

協会設立の背景から、協会が果たして来た役割、国際交

流を円滑にする活動について理解を求めた。市と協働して

外国人にも住みよい環境整備をめざして、交流活動を続け

ている多くの事例を発表した。　　　　　広報委員　中谷
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記念式典に続いて、17時より同じく市役所の地下

食堂に場所を移して、祝賀会が開催されました。嘉規

副会長と伊藤ヨシ子さんの司会のもと、田村会長と松

戸副市長の挨拶で始まりました。松戸副市長から、「船

橋市と3市の姉妹・友好都市提携は北米、アジア、ヨー

ロッパにそれぞれ位置する広い地域との交流をめざし

たものです」との説明がありました。その後、竹口船

橋市貿易振興会会長の乾杯音頭で和やかな歓談の輪が

広がりました。

祝賀会に花を添えたのがアトラクションのベリーダ

ンスで、フィリピン人女性1人と3人の日本人女性に

よる華やかな舞いに、しばしの間手拍子を打って楽し

みました。

今後のますますの協会の発展を願い、小石25周年

記念式典実行委員長の「手締め」で会はお開きとなり

ました。　　　　　　　　　　　　　広報委員　中川
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①国際交流イベントin薬円台公民館

現在千葉工業大学に留学している学生4人による子

供達との交流イベントが8月4、5日の二日間薬円台公

民館で開催されました。両日ともお弁当持ち込みで、

朝9時30分から15時45分まで薬円台公民館の近くの

子供達が集まり、楽しい異文化交流を体験しました。

写真左から2人日の袴さんは「鷹のひよこ猟り」のゲー

ムを担当しました。

広報委員　塚原

左から順に韓国のミンさん、中国のチョさん、
モンゴルのウーレンさん、ペルーのラモスさん

②日本留学と薬円台公民館での小学生との国際交流

私が中国から日本に来たのは2009年9月で、あっと

いう間に3年が経ってしまいました。

日本に来て間もない時は、日本語はあまり話せず、

買い物やウインドウショッピングでは問題ありません

でしたが、知らない人ばかりの群衆の中で歩くのは少

し不安だと思いました。早く日本語を上達したいとい

う強い気持ちが生まれ、明海大学別科で1年半日本語

を勉強し、初めて日本、日本人、日本文化、日本事情

に接しました。一日も休まず頑張った結果、日本語能

力試験Nlを取得しました。日本語学校を卒業し、千

葉工業大学大学院に入学しました。日本語も日常生活

はほぼ困ることなく、少しずつ日本での生活に慣れ親

しめるようになりました。大学院の授業は、日本語で

は分からない時に英語で質問出来たので助かりまし

た。日本人の学生さんと一緒に研究や実験をしたり、

時に大好きなラーメンを食べたりお好み焼きパーティ

をしたりする内に、友達もたくさん出来、いつの間に

か最初の不安と寂しさが消えていきました。

今回、薬円台公民館が開催した小学生との国際交流

のイベントに参加し、小学生と一緒に外国の遊びなど

を通して、多文化交流することができ、とても嬉しく

思いました。

千葉工業大学　工学研究科　生命環境科学専攻

鷹のひよこ猟り（中国）

10月27日へイワードの姉妹都市委員会のメンバー

で、Mrs．セッ　ツルモトのアシスタント役として、昨

年の交流25周年記念訪問時藤代市長一行のディナー

をご自宅でもてなされたトミタご夫妻が船橋に立ち寄

られました。

今回の来日はJRの外国人旅行者にお得なレールバ

スを使って、紅葉の日本を観光されるためです。

到着した夜、市長・協会長をはじめお二人にお世話

になった関係者20数名が集まり、市内の中華料理店

で歓迎のパーティーが開かれました。

翌日秋の奥只見に向かってバックパックを背負い

出発されました。　　　　　　　　　広報委員　田嶋
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今年で6年目を迎えた「災害時外国人サポーター」

研修が7月21日（土）から9月8日（土）まで、外国

人避難所宿泊訓練を含め4回（全6回）行われました。

実際にはどんなことをするの？という協会員も多いと

思います。災害が発生し、市に災害対策本部が設置さ

れると、災害発生後3日をめどにサポーターグループ

による「多言語支援センター」を立ち上げ、避難所に

いる外国人の支援にあたります。その間、外国人の皆

さんは自力で災害に対応しなければなりません。事実、

東日本大震災では多くの外国人がその場で判断を迫ら

れました。それを受け、今年の避難所宿泊訓練では、

従来の「多言語支援センター」立ち上げや外国人への

聞き取り訓練のほかに、参加外国人を対象に防災講座

を実施。「地震」「津波」「避難所」などの漢字の読み方、

屋内・屋外、エレベーターにいたときどうすればいい

かなど、知っておいてもらいたい防災の知識、用語の

紹介を行い好評でした。今後はさらに、外国人にもサ

ポーター登録してもらうよう活動を広げていきたいと

思います。

総務委員会　災害時外国人サポーターグループ

サポーター　木村　ゆみ

三二竃軍‾1－＿・■l≡妄妄言‾ぎ請ヲ・ニー∫二l・巨1∴－
今回、海神小学校での宿泊訓練に参加させていただ

いたのですが、実際に体験してみなければわからない

ことだらけでした。今回は照明も扇風機も使えたので

すが、体育館の中にいるよりも外のほうが風が吹いて

涼しかったこと。蚊に刺されたこと。トイレに行くと

いうことがストレスに感じてしまうこと。何より、日

本語がよくわからない人とお互いにどのようにしてコ

ミュニケーションをとればいいのか、わからないこと

だらけです。今回は1泊2日と終わりがわかりそれま

で我慢すれば良いという思いがあるので、多少のスト

レスは我慢できますが、これが実際の災害になると

いったいいつまで続くのか、そのストレスははかりし

れず、そのストレスをぶつけるのはやはり、同じ被災

者同士だったり、支援者にもぶつけたりするのだろう

と考えられます。そんな時に私はレクリエーションを

通して以下の6点のことを重点に考えながらストレス

解消のジャンケンゲームの司会をしました。

1　老若男女誰でも参加

2　コミュニケーションを重視

3　ルールが簡単

4　道具が要らない

5　体力の有無が勝敗に影響しない

6　最後の一人までやらない（残り約1／4人数が

いるくらいで、負けている人に配慮してやめる。）

握手してからじゃんけんをし、レクリエーションの

スタートとしました。何より皆様の協力により笑顔が

自然と見られ、幸い災害時でもお互いに協力して楽し

めるような体験を共有させていただきました。有難う

ございました。

文化交流委員（専門学校生）松本隆志
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海神小学校体育館でのレクリエーション風景（ジャンケンゲーム）

呈紬



文化交流委員会が企画・主催した「バス・ハイク研修」

が、平成24年11月5日（月）に42名出席で開催され

ました。外国人7名を含む和気あいあいの旅でした。

市役所前を9時に出

発して、本年2月にオー

プンした「東京湾ゲー

トブリッジ」を徒歩で

見学した後、「海ほた

る」で各自思い思いの

昼食を味わいました。そして、本年4月にオープンし

た「三井アウトレットパーク木更津」に向かいました。

広大なエリアに、世界各地のブランドショップが並び、

まさに現代の憩いの場を気楽に楽しみました。帰りの

バスの中では秋にちなんだ歌を5曲歌った後、ビンゴ

ゲームで盛り上がりました。予定通り市役所には16

時30分に帰着しました。

文化交流委員会　鈴木　弘子

ノ　ー一一／‾′一・・㌧∴′∴了
今年度第1回の国際理解セミナーが、11月12日（月）

18時半より、フェイスビル6階の「きららホール」

で開催され、およそ180名の参加がありました。

田村協会長、松戸副市長、梅田外務省国際協力局長

の挨拶に続いて、ムハンマド　ルトウフイ駐日インド

ネシア共和国特命全権大使による講演になり、バリ島

の美しい映像を鑑賞後、お国の紹介が始まりました。

講演は大使のインドネシア語を日本語に通訳すると

いうやり方で①地理、②歴史、③民主主義、④経済に

ついて映像を使いながらおこなわれました。

インドネシアは17，508の島々におよそ237百万人が

住み、東端から西端の距離が6，400kmあり、ジャカル

タ、東京間の距離が5，795kmということからもその広

さが伺えます。観光地紹介ではバリ島以外の場所とし

て、ムンタワイ島（サーフィン天国）、コモド島（世

ルトウフイ大使の講演

！　　　　　　　、
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界自然7不思議の一つであるコモドドラゴンが生息）、

ラジヤ　アムパット島（サンゴ礁の宝庫でダイビング

天国）の素晴らしさを話されました。

歴史に関しては、7世紀から王国が存在したがオラ

ンダの統治や日本による占領を経て共和国となり、今

では世界に冠たる民主国家であることを誇りにしてい

ます。経済成長率も高く、2050年には世界5位の経済

力を持つ可能性を示す指標も発表されています。また

親日感情も良く、過半数の国民が、日本との通商が大

切であり、インドネシアにとって日本は重要な国であ

ると感じているようです。

今回初めて船橋市立船橋高校の3人の生徒にスタッ

フの手伝いを体験してもらいましたが、今後の更なる

国際交流事業への若い人の参加のきっかけになったこ

とを祈ります。　　　　　　　　　　広報委員　中川

大使と市立船橋高校の生徒たち



☆姉妹都市へイワードへの留学生による

市長表敬訪問（10月1日）の巷☆

第21期留学生（帰国）

大野陽子さん

「きっと色々な文化、宗

教、考えを持つ人が集ま

るに違いない、ルームメ

イトと気が合わなかった

らどうしよう、言葉が通

じなかったらどうしよう、食事は一緒に食べるのか

な、相部屋でしっかり勉強に集中できるかな‥・」

実は出発前は勉強のことよりもルームメイトのこと

で不安がいっぱいだったのを覚えています。

藤代市長を表敬訪問した大野さんと田村会長及び嘉規・中
谷文化交流委員会役員

船橋市は海

外の三カ国≡

都市と姉妹・

友好都市を提

携しており、

その歴史は

25年にもな

ります。その

記念すべき節　軍学甲に韓国料理店でルームメイトと食
事した時の写真（左側から二番目）

目の年に、私

は第21期留学生としてアメリカの中でも多民族・

多文化が集まるサンフランシスコの対岸にある都

市、ヘイワードにある大学に通えることになったの

です。

しかしいざ入寮すると、そんな心配が一掃される

ほど素敵なルームメイトに恵まれ、最高の9か月間

を過ごすことができました。イラク、フィンランド、

アメリカ、台湾、フィリピン、メキシコなど、本当

に多様な背景を持つ人々と暮らし、勉強することが

できました。

「内向き志向」と言われる昨今の田本ですが、一

歩踏み出して得たものは何にも替えがたいものでし

た。ぜひ多くの方に一歩踏み出す気持ちを持ち、国

際交流をしてほしいと思います。私も頑張ります。

車遜酢麗遜蜃野羞鰐鷺蓉腰霊感努葦獅襲漫済堕旨馴耗

ラ二‡苧‡き・贅子．宝、喜ぅ子をき■三二喜美



臣轟二喜藍ギ罰謹告＿
快晴に恵まれた秋の気持ち良さを感じる日であった。「習志野市国際交流協会設立25周

年式典」に招待された。　会場はモリシア津田沼4階の、多目的ホールで、来場者は料理・

談話・アトラクションに興じた。横断幕に、「設立25周年　アニバーサリーパーティー」

の名称は酒落てると思った。

記念式典の後、3部門のアトラクションがあった。

1．市民によるバイオリン演奏は可愛いかった。

2．「林静誠とシーフレンド楽団」のジャズ演奏は、素人市民楽団で長年の練習成果が

感じられた。

3．講話「健康と水」は、協会副会長による専門的な話であった。短時間でも興味ある内容だった。

この式典のプログラム表紙作成は地元の市立習志野高校の生徒が担当しました。

広報委具　中谷

表題の協議会が、平成24年10月29日（月）に、本

年度担当の習志野市国際交流協会が進行役で、津田沼

で開催された。

今回から千葉県総合企画部国際課も参加し、12都

市の国際交流協会が、「災害時の相互支援」「青少年交

流事業の内容」「外国人会員の増やし方」など7項目

の課題について活発に意見交換が行われた。

広報委具　中谷

くカリフォルニア州立大学への留学生を募集＞
姉妹都市であるアメリカ・へイワード市のカリフォルニア州立大学イー

ストベイ校への留学生（1年間）を募集します。

期　　間：25年9月中旬～26年6月中旬

対　　象：以下の全てに該当する人
①日本国簿を有し、市内に継続して1年以上住んでいる（親元を

離れて市外の大学に通う人も含む）
②平成5年4月1日以前に生まれ、高校を卒業している
③TOEFL525点（iBT71点）以上を取得

④協会の会員となり、協会の交流事業等に協力できる。
※詳細は、募集案内を参照。

募集人数：3名
受入学部：芸術、文学、社会科学、経済、教育、科学
選考方法：1次→書類選考、2次→英語・日本語の面接（2月17日（日））
申　　込：2月1日（金）（必着）までに、所定の用紙を国際交流協会（〒273

－8501欒住所不要）へ

※用紙は、協会事務局で配布。または協会HPでダウンロード可。

く「2013年春のつどい」の開催のお知らせ＞
開催日：2013年3月16日（土）

時　　間：午前11時～午後2時
場　　所：宮本公民館　講堂
定　　員：先着200名
参加費：中学生以上1000円（事前購入）
問い合せ先：国際交流協会　事務局　047－436－2083

葦三㌔ニ訂、蔓

先日、秘湯と呼ばれて

いる山奥の温泉に行ってき

た。そのように呼ばれるだ

けあって宿の部屋にはテレ

ビもなく、日が落ちて夜に

なると裸電球がぽつんとひ

とつほの暗い光を放つだけ

だった。日頃から都会の喧

騒に慣れているとこのよう

な静寂の世界は逆に何とな

く落ち着かない。渓流沿い

にある露天風呂に浸かって

いると、見えるのは満天の

星と聞こえるのはせせらぎ

の昔だけ。短時間の滞在で

あったが日常生活の汚れが

体から洗い流されていくよ

うな清々しい気分を久しぶ

りに満喫することができた。

（SM）
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